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(57)【要約】
【課題】透過率を向上し、表示品位の良好な画像を表示
可能な液晶表示装置を提供することを目的とする。
【解決手段】一対の基板間に液晶層ＬＱを保持した構成
の液晶表示装置であって、複数の画素ＰＸを備えた表示
エリアＤＳＰと、画素ＰＸの行方向Ｈに延在する走査線
Ｙと、画素ＰＸの列方向Ｖに延在する信号線Ｘと、画素
ＰＸ毎に配置され、複数のスリットＳＬを有する画素電
極ＥＰと、画素電極ＥＰと層間絶縁膜ＩＬを介して対向
する第１コモン電極ＣＯＭ１と、画素電極ＥＰと同一層
において、スリットＳＬと平行に延在し、画素電極ＥＰ
と対向する第２コモン電極ＣＯＭ２と、を備えたことを
特徴とする。
【選択図】図４Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の基板間に液晶層を保持した構成の液晶表示装置であって、
　複数の画素を備えた表示エリアと、
　前記画素の行方向に延在する走査線と、
　前記画素の列方向に延在する信号線と、
　前記画素毎に配置され、複数のスリットを有する画素電極と、
　前記画素電極と層間絶縁膜を介して対向する第１コモン電極と、
　前記画素電極と同一層において、前記スリットと平行に延在し、前記画素電極と対向す
る第２コモン電極と、
　を備えたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記スリットは、列方向と平行に形成されていることを特徴とする請求項１に記載され
た液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第２コモン電極は、前記信号線と重なるように配置されたことを特徴とする請求項
２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記第２コモン電極は、開口を有することを特徴とする請求項３に記載された液晶表示
装置。
【請求項５】
　前記画素電極及び第２コモン電極が同一導電材料によって形成されたことを特徴とする
請求項１に記載された液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、液晶表示装置に係り、特に、液晶表示パネルを構成する一方の基板に画素
電極及びコモン電極を備えた構造の液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、平面表示装置が盛んに開発されており、中でも液晶表示装置は、軽量、薄型、低
消費電力等の利点から特に注目を集めている。特に、各画素にスイッチング素子を組み込
んだアクティブマトリクス型液晶表示装置においては、ＩＰＳ（Ｉｎ－Ｐｌａｎｅ　Ｓｗ
ｉｔｃｈｉｎｇ）モードやＦＦＳ（Ｆｒｉｎｇｅ　Ｆｉｅｌｄ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）モ
ードなどの横電界（フリンジ電界も含む）を利用した構造が注目されている。（例えば、
特許文献１及び特許文献２参照）。
【０００３】
　このＩＰＳモードやＦＦＳモードの液晶表示装置は、アレイ基板に形成された画素電極
とコモン電極とを備え、アレイ基板の主面に対してほぼ平行な横電界で液晶分子をスイッ
チングする。また、アレイ基板及び対向基板のそれぞれの外面には、互いに偏光軸が直交
するように配置された偏光板が配置されている。このような偏光板の配置により、例えば
電圧無印加時に黒色画面を表示し、映像信号に対応した電圧を画素電極に印加することに
より徐々に透過率（変調率）が増加して白色画面を表示する。このような液晶表示装置で
は、液晶分子が基板主面とほぼ平行な平面内で回転するため、透過光の入射方向に対して
偏光状態が大きく影響しないので、視野角依存性は小さく、広い視野角特性を有するとい
った特徴がある。
【特許文献１】特開２００５－１０７５３５号公報
【特許文献２】特開２００６－１３９２９５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　特に、ＦＦＳモードの液晶表示装置においては、画素電極は、層間絶縁膜を介してコモ
ン電極に対向するように配置されている。この画素電極は、コモン電極に対向するスリッ
トを有している。液晶分子は、このようなスリットを介して画素電極とコモン電極との間
に形成される電界によって駆動される。
【０００５】
　このような形状の画素電極において、スリットが形成されていない領域、特に、画素電
極の周縁では、電界が発生しない。このような電界が発生しない領域では、液晶分子は、
駆動されない（つまり、液晶分子の配向は、ラビング方向から変化しない）。このため、
電圧印加時において、液晶層を透過する光の変調率が変化しない。そこで、液晶表示パネ
ルの透過率の向上、つまり、各画素の開口率の向上が望まれている。
【０００６】
　この発明は、上述した問題点に鑑みなされたものであって、その目的は、透過率を向上
し、表示品位の良好な画像を表示可能な液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明の態様による液晶表示装置は、
　一対の基板間に液晶層を保持した構成の液晶表示装置であって、
　複数の画素を備えた表示エリアと、
　前記画素の行方向に延在する走査線と、
　前記画素の列方向に延在する信号線と、
　前記画素毎に配置され、複数のスリットを有する画素電極と、
　前記画素電極と層間絶縁膜を介して対向する第１コモン電極と、
　前記画素電極と同一層において、前記スリットと平行に延在し、前記画素電極と対向す
る第２コモン電極と、を備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明によれば、透過率を向上し、表示品位の良好な画像を表示可能な液晶表示装置
を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、この発明の一実施の形態に係る液晶表示装置について図面を参照して説明する。
【００１０】
ここでは、一方の基板に画素電極及びコモン電極を備え、これらの間に形成される横電界
を利用して液晶分子をスイッチングする液晶モードとして、ＦＦＳモードの液晶表示装置
を例に説明する。
【００１１】
　図１、図２及び図３に示すように、液晶表示装置は、アクティブマトリクスタイプの液
晶表示装置であって、液晶表示パネルＬＰＮを備えている。この液晶表示パネルＬＰＮは
、アレイ基板ＡＲと、アレイ基板ＡＲと互いに対向して配置された対向基板ＣＴと、これ
らのアレイ基板ＡＲと対向基板ＣＴとの間に保持された液晶層ＬＱと、を備えて構成され
ている。このような液晶表示装置は、画像を表示する表示エリアＤＳＰを備えている。こ
の表示エリアＤＳＰは、ｍ×ｎ個のマトリクス状に配置された複数の画素ＰＸによって構
成されている。
【００１２】
　アレイ基板ＡＲは、ガラス板や石英板などの光透過性を有する絶縁基板２０を用いて形
成されている。図１及び図２に示すように、このアレイ基板ＡＲは、表示エリアＤＳＰに
おいて、画素ＰＸ毎に配置されたｍ×ｎ個の画素電極ＥＰ、各画素ＰＸの行方向Ｈにそれ
ぞれ延在したｎ本の走査線Ｙ（Ｙ１～Ｙｎ）、各画素ＰＸの列方向Ｖにそれぞれ延在した
ｍ本の信号線Ｘ（Ｘ１～Ｘｍ）、各画素ＰＸにおいて走査線Ｙと信号線Ｘとの交差部を含
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む領域に配置されたｍ×ｎ個のスイッチング素子Ｗ、画素電極ＥＰと層間絶縁膜ＩＬを介
して対向するように配置された第１コモン電極ＣＯＭ１などを備えている。
【００１３】
　アレイ基板ＡＲは、さらに、表示エリアＤＳＰの周辺の駆動回路領域ＤＣＴにおいて、
ｎ本の走査線Ｙに接続された走査線ドライバＹＤを構成する少なくとも一部や、ｍ本の信
号線Ｘに接続された信号線ドライバＸＤを構成する少なくとも一部などを備えている。走
査線ドライバＹＤは、コントローラＣＮＴによる制御に基づいてｎ本の走査線Ｙに順次走
査信号（駆動信号）を供給する。また、信号線ドライバＸＤは、コントローラＣＮＴによ
る制御に基づいて各行のスイッチング素子Ｗが走査信号によってオンするタイミングでｍ
本の信号線Ｘに映像信号（駆動信号）を供給する。これにより、各行の画素電極ＥＰは、
対応するスイッチング素子Ｗを介して供給される映像信号に応じた画素電位にそれぞれ設
定される。
【００１４】
　各スイッチング素子Ｗは、例えば、薄膜トランジスタによって構成されている。スイッ
チング素子Ｗの半導体層は、例えば、ポリシリコンやアモルファスシリコンなどによって
形成可能である。スイッチング素子Ｗのゲート電極ＷＧは、走査線Ｙに接続されている（
あるいは走査線Ｙと一体的に形成されている）。スイッチング素子Ｗのソース電極ＷＳは
、信号線Ｘに接続される（あるいは信号線Ｘと一体に形成される）とともに、半導体層の
ソース領域にコンタクトしている。スイッチング素子Ｗのドレイン電極ＷＤは、画素電極
ＥＰに接続される（あるいは画素電極ＥＰと一体に形成される）とともに、半導体層のド
レイン領域にコンタクトしている。
【００１５】
　第１コモン電極ＣＯＭ１は、例えば各画素ＰＸにおいて島状に配置され、コモン電位が
供給されるコモン配線Ｃに電気的に接続されている。この第１コモン電極ＣＯＭ１は、層
間絶縁膜ＩＬによって覆われている。画素電極ＥＰは、層間絶縁膜ＩＬの上において、第
１コモン電極ＣＯＭ１に対向するように配置されている。
【００１６】
　また、図２及び図３に示すように、この画素電極ＥＰは、第１コモン電極ＣＯＭ１と対
向する複数のスリットＳＬを有している。画素電極ＥＰ及び第１コモン電極ＣＯＭ１は、
例えばインジウム・ティン・オキサイド（ＩＴＯ）やインジウム・ジンク・オキサイド（
ＩＺＯ）などの光透過性を有する導電材料によって形成されている。アレイ基板ＡＲの液
晶層ＬＱに接触する面は、配向膜３６ａによって覆われている。
【００１７】
　一方、対向基板ＣＴは、ガラス板や石英板などの光透過性を有する絶縁基板３０を用い
て形成されている。特に、カラー表示タイプの液晶表示装置においては、図２に示したよ
うに、対向基板ＣＴは、絶縁基板３０の内面すなわち液晶層ＬＱに対向する面に、各画素
ＰＸを区画するブラックマトリクス３２、ブラックマトリクス３２によって囲まれた各画
素ＰＸに配置されたカラーフィルタ層３４などを備えている。また、対向基板ＣＴは、さ
らに、外部電界の影響を緩和するためのシールド電極や、カラーフィルタ層３４の表面の
凹凸を平坦化するように比較的厚い膜厚で配置されたオーバコート層などを備えて構成し
てもよい。
【００１８】
　ブラックマトリクス３２は、絶縁基板３０上において、アレイ基板ＡＲに設けられた走
査線Ｙや信号線Ｘ、スイッチング素子Ｗなどの配線部に対向するように配置されている。
カラーフィルタ層３４は、絶縁基板３０上に配置され、互いに異なる複数の色、例えば赤
色、青色、緑色といった３原色にそれぞれ着色された着色樹脂によって形成されている。
赤色着色樹脂、青色着色樹脂、及び緑色着色樹脂は、それぞれ赤色画素、青色画素、及び
緑色画素に対応して配置されている。対向基板ＣＴの液晶層ＬＱに接触する面は、配向膜
３６ｂによって覆われている。
【００１９】
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　このような対向基板ＣＴと上述したようなアレイ基板ＡＲとをそれぞれの配向膜３６ａ
及び配向膜３６ｂが対向するように配置したとき、両者の間に配置された図示しないスペ
ーサにより、所定のギャップが形成される。液晶層ＬＱは、これらのアレイ基板ＡＲの配
向膜３６ａと対向基板ＣＴの配向膜３６ｂとの間に形成されたギャップに封入された液晶
分子ＬＭを含む液晶組成物によって構成されている。液晶層ＬＱに含まれる液晶分子ＬＭ
は、配向膜３６ａ及び配向膜３６ｂによる規制力によって配向されている。すなわち、画
素電極ＥＰの電位と第１コモン電極ＣＯＭ１の電位との間に電位差が形成されていない（
つまり、画素電極ＥＰと第１コモン電極ＣＯＭ１との間に電界が形成されていない）無電
界時には、液晶分子ＬＭは、その長軸Ｄ１が配向膜３６ａ及び配向膜３６ｂのラビング方
向Ｓと平行な方位を向くように配向されている。
【００２０】
　また、この液晶表示装置は、液晶表示パネルＬＰＮの一方の外面（すなわちアレイ基板
ＡＲの液晶層ＬＱと接触する面とは反対の面）に設けられた光学素子ＯＤ１を備え、また
、液晶表示パネルＬＰＮの他方の外面（すなわち対向基板ＣＴの液晶層ＬＱと接触する面
と反対の面）に設けられた光学素子ＯＤ２を備えている。これらの光学素子ＯＤ１及びＯ
Ｄ２は、偏光板を含み、例えば、無電界時において、液晶表示パネルＬＰＮの透過率が最
低となる（つまり黒色画面を表示する）ノーマリーブラックモードを実現している。
【００２１】
　さらに、液晶表示装置は、液晶表示パネルＬＰＮに対してアレイ基板ＡＲ側に配置され
たバックライトユニットＢＬを有している。
【００２２】
　このような液晶表示装置において、図３に示すように、画素電極ＥＰの電位と第１コモ
ン電極ＣＯＭ１の電位との間に電位差が形成された場合（つまり、画素電極ＥＰにコモン
電位とは異なる電位の電圧が印加された電圧印加時）には、画素電極ＥＰと第１コモン電
極ＣＯＭ１との間に電界Ｅが形成される。このとき、液晶分子ＬＭは、その長軸Ｄ１がラ
ビング方向Ｓから電界Ｅと平行な方位に配向するように駆動される。このように、液晶分
子ＬＭの長軸Ｄ１の方位がラビング方向Ｓから変化すると、液晶層ＬＱを透過する光に対
する変調率が変化する。このため、バックライトユニットＢＬから液晶表示パネルＬＰＮ
を透過したバックライト光の一部は、第２光学素子ＯＤ２を透過し、白色画面を表示する
。つまり、液晶表示パネルＬＰＮの透過率は、電界Ｅの大きさに依存して変化する。横電
界を利用した液晶モードでは、このようにして選択的にバックライト光を透過し、画像を
表示する。
【００２３】
　特に、本実施の形態において、液晶表示装置は、表示エリアＤＳＰ内に配置された第２
コモン電極ＣＯＭ２を有している。この第２コモン電極ＣＯＭ２は、画素電極ＥＰのスリ
ットＳＬの長軸Ｌと平行な方向に延在している。図４Ａに示した例では、スリットＳＬは
、その長軸Ｌが列方向Ｖと平行に形成されている。スリットＳＬは、例えば、長方形状に
形成されている。スリットＳＬの長辺ｄは、長軸Ｌと平行である。複数のスリットＳＬは
、行方向Ｈに並んでいる。すなわち、図４Ａに示した例において、第２コモン電極ＣＯＭ
２は、スリットＳＬの長軸Ｌと平行な方向、つまり、列方向Ｖに延在して配置されている
。
【００２４】
　また、第２コモン電極ＣＯＭ２は、画素電極ＥＰと同一層において、画素電極ＥＰと対
向するように配置され配置されている。図４Ｂに示すように、アレイ基板ＡＲにおいて、
第１コモン電極ＣＯＭ１は、絶縁基板２０上に配置され、層間絶縁膜ＩＬであるゲート上
絶縁膜ＩＬｂによって覆われている。信号線Ｘは、ゲート上絶縁膜ＩＬｂの上に配置され
、ソース上絶縁膜ＩＬａによって覆われている。第２コモン電極ＣＯＭ２は、画素電極Ｅ
Ｐとともに、ソース上絶縁膜ＩＬａの上に配置されている。これらの画素電極ＥＰ及び第
２コモン電極ＣＯＭ２は、離間しており、両者の側縁が互いに対向している。画素電極Ｅ
Ｐと第２コモン電極ＣＯＭ２との間には、スリットＳＬと同様に列方向Ｖに延在したギャ
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ップが形成されている。第１コモン電極ＣＯＭ１と第２コモン電極ＣＯＭ２とは、図示し
ないコンタクトホールを介して電気的に接続されている。
【００２５】
　第１コモン電極ＣＯＭ１と第２コモン電極ＣＯＭ２とは、電気的に接続されているので
、画素電極ＥＰと、第１コモン電極ＣＯＭ１及び第２コモン電極ＣＯＭ２との間に電位差
が形成されると、画素電極ＥＰと第１コモン電極ＣＯＭ１との間では、スリットＳＬを介
して、その長辺ｄに対して直交する方向、すなわち、行方向Ｈに電界Ｅが形成される。電
圧印加時において、スリットＳＬが形成されている領域では、液晶分子ＬＭは、ラビング
方向Ｓから電界Ｅと平行な方向に配向する。ここでは、アレイ基板ＡＲの主平面において
、ラビング方向Ｓは、列方向Ｖに交差する方向に設定されている。
【００２６】
　また、電圧印加時には、画素電極ＥＰの周縁においても、スリットＳＬが形成されてい
る領域と同様に電界Ｅが形成される。すなわち、図４Ｃに示すように、スリットＳＬが形
成されていない領域、特に、画素電極ＥＰの列方向Ｖに沿った側縁、つまり信号線Ｘの近
傍領域において、第２コモン電極ＣＯＭ２と画素電極ＥＰとの間のギャップに電界Ｅが形
成される。このギャップにおいては、画素電極ＥＰの第２コモン電極ＣＯＭ２に対向する
側縁に対して直交する方向、すなわち行方向Ｈに電界Ｅが形成される。このため、電圧印
加時において、画素電極ＥＰの周縁においても、液晶分子ＬＭは、ラビング方向Ｓから電
界Ｅと平行な方向に配向する。この画素電極ＥＰの周辺の領域に形成された電界Ｅは、ス
リットＳＬが形成された領域の電界Ｅと平行である。したがって、本実施の形態において
は、画素電極ＥＰの周縁、特に信号線に沿った領域を有効化することができ、電圧印加時
における液晶表示パネルＬＰＮの透過率を向上することが可能となる。
【００２７】
　第２コモン電極ＣＯＭ２は、列方向Ｖに平行な長軸を有するスリットＳＬと平行に延在
していれば、信号線Ｘと重なるように配置しても良いし、信号線Ｘと画素電極ＥＰとの間
に（つまり、信号線Ｘと重ならないように）配置しても良い。図４Ａ及び図４Ｂに示すよ
うに、第２コモン電極ＣＯＭ２が層間絶縁膜ＩＬを介して、信号線Ｘと重なるように配置
された場合、画素間の無効領域を縮小することができ、しかも、画素の高精細化が可能と
なる。
【００２８】
　さらに、第２コモン電極ＣＯＭ２は、画素電極ＥＰと同一材料によって形成されること
が望ましい。すなわち、ＩＴＯやＩＺＯなどの光透過性を有する導電材料を層間絶縁膜Ｉ
Ｌの上に成膜した後、画素電極ＥＰをパターニングするときと同時に、第２コモン電極Ｃ
ＯＭ２をパターニングすることにより、第２コモン電極ＣＯＭ２をパターニングする新た
な製造工程を追加する必要がないため、製造コストを抑えることができる。
【００２９】
　この本実施の形態の構成による効果を比較例と対比して説明する。
【００３０】
　図５Ａに示した比較例においては、画素電極ＥＰは、行方向Ｈに対して２方向に傾くよ
うに形成された複数のスリットＳＬを有している。すなわち、スリットＳＬは、その長軸
Ｌが行方向Ｈに対して傾くように形成されている。スリットＳＬは、例えば、平行四辺形
状に形成されている。スリットＳＬの長辺ｄは、長軸Ｌと平行である。また、複数のスリ
ットＳＬは、行方向Ｈに直交する列方向Ｖに並んでいる。ここでは、アレイ基板ＡＲの主
平面において、ラビング方向Ｓは、行方向Ｈと同じ方向とする。
【００３１】
　画素電極ＥＰと第１コモン電極ＣＯＭ１との間に電位差を形成すると、スリットＳＬを
介して、その長辺ｄに対して直交する方向に電界Ｅが形成される。この電界Ｅにより、液
晶分子ＬＭは駆動され、ラビング方向Ｓから電界Ｅと平行な方位に配向する。すなわち、
電圧印加時において、スリットＳＬが形成されている領域では、液晶分子ＬＭは、ラビン
グ方向Ｓから電界Ｅと平行な方位に配向する。
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【００３２】
　一方、スリットＳＬが設けられていない領域、特に、画素電極ＥＰの周縁においては、
画素電極ＥＰと第１コモン電極ＣＯＭ１との間に電位差を形成しても、電界Ｅは形成され
ない。図５Ｂに示すように、例えば、画素電極ＥＰの信号線Ｘの近傍領域Ｄで電界Ｅは形
成されない。このような領域Ｄにおいて、液晶分子ＬＭの配向は、ラビング方向Ｓから変
化しないので、液晶層ＬＱを透過する光に対する変調率が変化しない。つまり、領域Ｄは
、無効領域となる。
【００３３】
　これに対して、本実施の形態の液晶表示装置は、画素電極ＥＰのスリットＳＬの長軸Ｌ
と平行な方向に延在し且つ画素電極ＥＰと対向するように配置された第２コモン電極ＣＯ
Ｍ２を備えている。このような第２コモン電極ＣＯＭ２は、層間絶縁膜ＩＬを介して画素
電極ＥＰと対向する第１コモン電極ＣＯＭ１と電気的に接続されている。このため、画素
電極ＥＰと第１コモン電極ＣＯＭ１との間に電位差を形成したときに、スリットＳＬが設
けられていない画素電極ＥＰの周縁においても、画素電極ＥＰと第２コモン電極ＣＯＭ２
との間に電界Ｅが形成される。このようなスリットが設けられていない領域に形成される
電界Ｅは、スリットＳＬを介して画素電極ＥＰと第１コモン電極ＣＯＭ１との間に形成さ
れる電界と平行である。このため、電圧印加時において、画素電極ＥＰの周縁における液
晶分子ＬＭの配向方向は、スリットＳＬが設けられた領域での液晶分子ＬＭの配向方向と
揃う。このように、画素電極ＥＰの周縁を有効化することが可能となり、比較例よりも無
効領域Ｄの幅を小さくすることができる。これにより、液晶表示パネルＬＰＮの開口率、
透過率を向上することが可能となる。
【００３４】
　なお、図５Ａに示した比較例において、最大電圧を印加した際（つまり白色画面を表示
する際）の透過率に対して、図４Ａ及び４Ｂに示した本実施の形態において、同一電圧を
印加した際の透過率は１．２倍になり、透過率の向上が確認できた。
【００３５】
　次に、本実施の形態の変形例について説明する。
【００３６】
　この変形例において、液晶表示装置は、本実施の形態と同様に、第２コモン電極ＣＯＭ
２を有している。図６Ａに示すように、画素電極ＥＰのスリットＳＬは、その長軸ｄが列
方向Ｖと平行になるように形成されている。第２コモン電極ＣＯＭ２は、スリットＳＬの
長軸ｄと平行して延在している。また、図６Ｂに示すように、第２コモン電極ＣＯＭ２は
、本実施の形態と同様に、画素電極ＥＰと同一層に形成されている。第２コモン電極ＣＯ
Ｍ２は、ソース上絶縁膜ＩＬａを介して信号線Ｘと重なるように配置されている。
【００３７】
　さらに、変形例においては、図６Ａ及び図６Ｂに示すように、第２コモン電極ＣＯＭ２
は、複数の開口ＳＰを有している。開口ＳＰにおいて、信号線Ｘと第２コモン電極ＣＯＭ
２との間に容量を形成しない。すなわち、開口ＳＰを形成することによって、信号線Ｘと
第２コモン電極ＣＯＭ２との間に生じる容量が小さくなる。このため、液晶表示装置の消
費電力の増大を抑制することが可能となる。したがって、この変形例においては、電圧印
加時における液晶表示パネルＬＰＮの開口率、透過率を向上することが可能となるととも
に、更に、液晶表示装置の消費電力を低下することが可能となる。
【００３８】
　以上説明したように、この実施の形態の液晶表示装置によれば、透過率を向上すること
ができ、表示品位の良好な画像を表示することが可能となる。
【００３９】
　なお、この発明は、上記実施形態そのものに限定されるものではなく、その実施の段階
ではその要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態
に開示されている複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。例え
ば、実施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。更に、異な
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【００４０】
　例えば、上述した実施の形態では、画素電極ＥＰが信号線Ｘと平行なスリットＳＬを有
し、このスリットＳＬと平行な第２コモン電極ＣＯＭ２を信号線Ｘと平行に配置したが、
画素電極ＥＰが走査線Ｙと平行なスリットＳＬを有する構成であれば、このスリットＳＬ
と平行な第２コモン電極ＣＯＭ２を走査線Ｙと平行に配置すれば、画素電極ＥＰの走査線
Ｙに対向する周縁を有効化することができ、上述した実施の形態と同様の効果が期待でき
る。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】図１は、この発明の一実施の形態に係る横電界を利用した液晶モードの液晶表示
装置の構成を概略的に示す図である。
【図２】図２は、図１に示した液晶表示装置に適用されるアレイ基板の構造を概略的に示
す断面図である。
【図３】図３は、図１に示した液晶表示装置に適用されるアレイ基板の１画素の構造を概
略的に示す平面図である。
【図４Ａ】図４Ａは、本実施の形態におけるアレイ基板の画素の構造を概略的に示す平面
図である。
【図４Ｂ】図４Ｂは、図４Ａに示したアレイ基板をＡ－Ｂ線で切断したときの断面構造を
概略的に示す図である。
【図４Ｃ】図４Ｃは、図４Ａに示したアレイ基板をＣ－Ｄ線で切断したときの液晶表示パ
ネルの断面構造を概略的に示す図である。
【図５Ａ】図５Ａは、比較例におけるアレイ基板の画素の構造を概略的に示す平面図であ
る。
【図５Ｂ】図５Ｂは、図５Ａに示したアレイ基板をＡ－Ｂ線で切断したときの液晶表示パ
ネルの断面構造を概略的に示す図である。
【図６Ａ】図６Ａは、本実施の形態の変形例におけるアレイ基板の画素の構造を概略的に
示す平面図である。
【図６Ｂ】図６Ｂは、図６Ａに示したアレイ基板をＡ－Ｂ線で切断したときのアレイ基板
の断面構造を概略的に示す図である。
【符号の説明】
【００４２】
　ＬＰＮ…液晶表示パネル
　ＡＲ…アレイ基板
　ＣＴ…対向基板
　ＬＱ…液晶層
　ＤＳＰ…表示エリア
　ＰＸ…画素
　ＥＰ…画素電極
　ＣＯＭ１…第１コモン電極
　ＣＯＭ２…第２コモン電極
　Ｃ…コモン配線
　ＩＬ…層間絶縁膜
　ＳＬ…スリット
　ＳＰ…開口
　３０…絶縁基板
　３２…ブラックマトリクス
　３４…カラーフィルタ層
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